
I

グラフ

③
導入修習に関するアンケート集計結果

○第74期の司法修習生に対し,導入修習終了時にアンケート調査を実施した。
司法修習生1455人中1442人が回答(回答率99． 11％）

○導入修習を通じて知識｡能力の不足を感じた者と,導入修習中に自学自修に取り組んだ者の割合
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■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じ，自学自修に取り組んだ
〈落訓内は不忘差感Cた言のうち,自学自修仁駁以忽んだ者の割合ソ

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じたが，自学自修に取り組まなかった
（港郷内は不定を感じた害のうち,自掌自修弧二溌以誼まなかった言の割合ソ

首導入修習を通じて知識･能力の不足を感じなかった
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○73期との比較

図表1－2－1（民事系）
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■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じ，自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じたが,自学自修に取り組まな

かった

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じなかった
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■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じ，自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識能力の不足を感じたが,自学自修に取り組まなかった

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じなかった

薦無向答
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図表1－2－3(共通』一一
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■導入修習を通じて知識能力の不足を感じ，自学自修に取り組んだ

■導入修習を通じて知識･能力の不足を感じたが,自学自修に取り組まなかった

贋導入修習を通じて知識能力の不足を感じなかった
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○導入修習を通じて不足していた知識｡能力をどの程度補うことができたか(母数は回答者全員）

図表2－1
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○73期との比較(母数は回答者全員）
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図表2－2－2(刑事系）
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図表2－2－3(共通）
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○導入修習を通じて不足していた知識｡能力をどの程度補うことができたか(母数は不足を感じたと回答した者）

図表2－3
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○73期との比較(母数は不足を感じたと回答した者）
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図表2－4－2(刑事系）
0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

’ ’ ’

53．5％'47罰一〒－－J_三一言=－i』期
期
３
４
７
７

刑
事
実
体

法
の
知
識

5.8％ 0％36．0％

| － ’ ｜ ’ ｜ ’ ｜ ’ ’
一一

珂一 6.19K
一■互宕毎一一

4％58.6％ 29．3％

'5o咽期
期
３
４
７
７

刑
事
訴
訟

手
続
知
識

0％55．2％

卸
Ｌ
Ｊ

ｐ

－
－
ｏ
一

５ 5％

F一一一T
1
1

■補うことができた■やや補うことができた■あまり補うことができなかった陸補うことができなかった■無回答

図表2－4－3(共通）
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○自学自修の内容

項目でもチェックを付けた人数の割合）図表3－1(各選択肢に1
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○自学自修の内容

図表3－2(項目別）
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○自学自修に取り組まなかった理由

図表4－1(各選択肢について1項目でもチェックを付けた人数の割合）
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グラフ

○導入修習のカリキュラムの中に｢役立たない｣ものがあると答えた者の割合

図表5

無回答,0.2％ 「役立たない｣ものがある,2.6％

立たない」

る,15.4％

■｢役立たない｣ものがある

■｢あまり役立たない｣ものがある

■ない

■無回答

※｢『役立たない』ものがある｣は,一つでも｢役立たない｣を選択した者。

※｢『あまり役立たない』ものがある｣は,一つでも｢あまり役立たない｣を選択した者のうち， 「役立たない｣を選択した者を除く。
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グラフ

○導入修習の各カリキュラムはどの程度役立つと思うか

図表6－1
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■役立つ■少しは役立つ衝あまり役立たない■役立たない塵無回答
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グラフ

○73期との比較

図表6－2
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■役立つ■少しは役立つ■あまり役立たない■役立たない■無回答
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グラフ
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